























































































































































































































































































































































































1) Wilhelm Worringer (1881-1965)ドイツの美術史家。
2) Wilhelm Worringer, Abstraktion und Einfuhrung, 1908, 本稿では 1911年版を使
用。以下、引用の際は 1911年版のものを表記する。訳は『抽象と感情移
入』草薙正夫訳（1953）を参照しつつ拙訳した。
3) Wilhelm Worringer, Formprobleme der Gotik, 1911, 本稿では『ゴシック美術
形式論』中野勇訳（1968）を使用。なお、ドイツ語表記に関しては
Worringer, W., Formprobleme der Gotik, Schriften, 2004を参照した。
4) Theodor Lipps (1851-1914)ドイツの心理学者、哲学者。感情移入美学の代
表者。
5) Alois Riegl (1858-1905)オーストリアの美術史家。ウィーン学派の始祖。












11) Gottfried Semper (1803-79)ドイツの建築家。芸術唯物論の代表者。
12) リーグル（1970）42-43頁
13) Worringer, 1911, S. 9
14) Ibid., S. 10-11
15) 世界感情とは、ヴォリンガーいわく「人間が外界の現象に当面してその
都度見舞われる心理状態」のことである。(Ibid., S.14)
16) Ibid., S. 15-17
31W.ヴォリンガーの北方装飾論
17) ヴォリンガー（1968）30頁
18) Worringer, 1911, S. 16








23) Worringer, 1911, S. 114
24) ヴォリンガー（1968）49頁
25) ヴォリンガー、1968年、52頁
26) Sophus Müller (1846-1934)デンマークの古代文化史家、とりわけ先史時代
の研究家。
27) Worringer, 1911, S. 114
28)「北方の芸術が当時[鉄器時代前半]、本質的に装飾の中にあった〔…〕。
［…］絵画は多かれ少なかれ装飾的で、場所や空間に左右されること、装









34) Worringer, 1911, S. 115
35) ヴォリンガー（1968年）70-71頁
36) ヒースマン（2000）21-22頁
37) Worringer, 1911, S. 66
38) ヴォリンガー（1968）66頁
39) Karl Schnaase (1798-1875)ドイツの芸術歴史家。
40) Ludwig Lindenschmit (1809-93)ドイツの先史学者、画家。
41) このような見解はシュナーゼからリンデンシュミットに受け継がれ、更
に詳しく述べられた。ミュラーとヴォリンガーにおいては彼らの見解を受




44) Ernst Hans Josef Gombrich (1909-2001)オーストリアの美術史家。視覚化さ
れた世界を通じて、これらを作り出した人間を探求することに努めた。









































Jäger, G., Die Bildsprache der Edda, Stuttgart, Verlag Urachhaus, 2010
Müller, S., Die Tier-Ornamentik im Norden, Aus dem Dänischen übersetzt von Westorf,
Hamburg, OTTO MEISSNER, 1881
Worringer, W., Abstraktion und Einfühlung, München, R.PIPER&CO. VERLAG, 1911
Worringer, W., Schriften, Heraus gegeben von Hannes Böhringer, Helga Grebing und
Beate Söntgen, München, Wilhelm Fing Verlag, 2004





（Müller, 1881, S. 94）
図 2 青銅ブローチの細部、ノルウェー、ベルゲン博物館蔵






牡鹿と見られる。ノルウェー、ウルネス木造教会（Jäger, 2010, S. 452）
図 5 古代北方の青銅金具の動物文様、スウェーデン・ゴトランド
（ヴォリンガー［1968］巻末付録）

